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１ 主題設定の理由 

３年計画の２年目の研究実践である。 

学習指導要領（平成 29 年告示）において、小・中学校理科では理科の見方・考え方を

働かせ、科学的に探究するために必要な資質・能力の育成が明記された。科学的に探究す

る学習は従前から重要視されていたが、これからは新たに理科で育成する資質・能力を明

確にし、より一層の充実が求められると言える。 

また、平成 30 年度全国学力・学習状況調査では、中学校理科の科学的に探究する場面

について回答する問題で､千葉県は、正答率が全国平均と比べ 5.8ポイント低い値であり、

対策が必要であることが明らかとなった。 

さらに、平成 22年に全国の中学校（国公私立）の理科教員を対象に行った調査（Benesse

教育総合研究所による）では、理科教員が不安視する授業内容として「探究的な学習」が

５割を超えていることが示された。平成 30 年の同調査では「『科学的に探究しようとす

る態度』を７割以上の生徒が身に付けている」と回答した教員は２割弱に留まり、主体性

や探究する態度を育むような指導と評価の在り方の確立が望まれる。 

以上より、学習指導要領で目指す科学的に探究する学習の実践に向けて、教員側の準備

はまだ十分とは言えないので、有効な手立てを講じることが不可欠であると考えた。 

そこで、科学的に探究する学習の進め方について様々なアイデアを検討し、有効な手立

てを検証することにより県内の教員の指導力向上に寄与し、児童生徒に必要な資質・能力

の育成につながると考え、本主題を設定した。 

 

２ 研究の目的 

小・中学校理科における、科学的に探究する学習に有効な授業デザインを開発する。 

また、本研究の成果を「授業デザイン」及び指導資料として県内に広めることで、教員

の指導力向上に寄与するとともに、児童生徒に必要な資質・能力の育成を目指す。 

 

３ 研究計画 

（１）研究組織 

小・中学校の教員を研究協力員として図１の

ような研究組織による研究協力員会議で検討、

協議して研究を進めることとした。 

（２）研究計画 

研究計画を表１に示す。本研究は３か年計 

画で実施する。（今年度は２年目） 

 

 

 

研究協力員 

図 1 研究組織 
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表 1 研究計画（3年計画） 

年度 月 内     容 

令和 

２年度 

 

４月 

６月 

11月 

 

２月 

情報収集及び研究計画作成（研修組織づくり、研究協力員の委嘱） 

第１回研究協力員会議（研究概要説明及び意見交換） 

第２回研究協力員会議（授業デザイン内容検討及び指導資料作成） 

授業デザイン作成、指導資料作成 

センター研究発表会（中間報告） 

３年度 ４月 

５月 

11月 

２月 

研究計画の見直し、立案 

第１回研究協力員会議（方向性確認、職員実態調査、検証授業時期） 

第２回研究協力員会議（研究協力員による検証授業の実施、資料サンプル検討） 

センター研究発表会（中間報告） 

４年度 ４月 

 

８月 

11月 

２月 

研究計画の見直し、立案 

第１回研究協力員会議（サンプルの試行準備） 

教員向け研修の実施、研修事後調査、研修参加者追跡調査 

第２回研究協力員会議（研究のまとめと成果、課題について協議） 

センター研究発表会（最終報告）、「授業デザイン集」の配付 

 

令和２年度は、研究組織を立ち上げ、研究協力員会議において研究内容を協議し、小・

中学校それぞれの学年ごとにモデルとなる科学的に探究する学習の授業デザイン案に

ついて検討した。 

令和３年度は、この授業デザイン案を基に、学校において授業実践を行い、その有効

性を検証した。授業実践については、小学校第３学年から第６学年の各学年及び中学校

第１学年から第３学年の各学年での実施を、また有効性の検証に当たっては、講師（大

学教授）の指導のもと適切に行うことを計画した。また、児童生徒のレポートや振り返

りなどの記述を分析するとともに、理科室に掲示することを想定した指導資料のサンプ

ルを作成した。 

令和４年度は、検証授業の分析結果を基に授業デザインを集約し、「授業デザイン集」

を作成する。作成した「授業デザイン集」を基に、科学的に探究する学習の進め方に関

する研修を実施し、本研究の成果を広く県内の教員に広め、指導方法の普及を図るとと

もに、その研修の成果をまとめる。 

 

４ 研究の内容 

（１）令和２年度の研究概要 

  ① 科学的に探究する学習についての基礎研究（文献調査、生徒調査等） 

理科で求められる資質・能力や理科の見方・考え方等についての文献調査や学習過  

程（探究の過程）、学習評価の在り方等について文献調査を実施した。 

また、思考ツールの有効性を探る生徒調査を実施した。  

② 授業デザイン案の作成 

科学的に探究する学習について学習指導要領等からその位置づけを整理した。こ

れらを基に、「単元の目標、働かせる理科の見方・考え方と育成する資質・能力につ

いて、評価の計画、授業の展開、板書計画、評価のフィードバックを授業デザインの

骨子として、授業デザイン案（図２）を作成した。 
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③ 指導資料作成 

科学的に探究する学習を進める上で、必要に応じて使用できるものとして、以下

の指導資料の原案を作成した。 

ア 理科の見方トレーニングポスター 

主に「エネルギー」の領域では「量的・関係的な視点」、「粒子」の領域では「質

的・実体的な視点」、「生命」の領域では「共通性・多様性の視点」、「地球」の領域

では「時間的・空間的な視点」が示されている。ただし、これらは領域固有のもの

ではなく、他の領域でも用いられる見方である。本研究では、千葉県の花である

「ナノハナ（アブラナ）」を一つの対象とし、それぞれの見方で捉えた場合の具体

的な例を示すポスターの図案を作成した（図３）。 

イ 理科の学習の進め方ポスター 

  理科においては、探究の過程を通じた学習活動を行い、それぞれの過程におい

て、資質・能力が育成されるよう指導の改善を図ることが必要である。この過程を

ポスターとして掲示することで、教師だけでなく、児童生徒にとっても学習の過程

の見通しがもてるようにしたいと考え、その図案を作成した。 

ウ 理科の考え方を働かせる思考ツール活用表 

「思考ツール」の活用により、理科の考え方を働かすことができる場面がないか

検討した。思考ツールはアイデアや問題を視覚化したり、考えや情報を整理するた

めに使用したりすることができる。また、学んだこと同士のつながりを明確にでき

たり、これを基に友達同士で意見を共有したりする際にも使用できる。さらに、思

考ツールに示した内容を基に、考えを評価するために使用することもできる。そこ

で、「思考ツール活用表」を作成するとともに、各学年に重点的に働かせる理科の

考え方を中心にして一覧の作成に着手した。 

 

（２）令和３年度の研究概要 

  ① 科学的に探究する学習についての基礎研究 

図 ２ 授業デザイン案の例「６年 ものの燃え方」 図 ３ 理科の見方トレーニングポスター案 
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高校 3年生在学時の類型（479件の回答） 

理科の指導は自分で工夫しながら進めている 
（初任者の内、理科の指導者 246件の回答） 

まず、平成 30年度全国学力・学習状況調査の学校質問紙調査の分析結果から、千

葉県の児童・生徒の状況を全国平均と比較した。全国平均よりやや高い項目として、

「好奇心や意欲を喚起する工夫」「科学的な体験・自然体験をする授業」（小学校）、

「観察や実験結果の分析・解釈」「レポートの作成方法の指導」（中学校）があげられ

る。また、「自由研究や課題研究などの家庭学習の課題を与えた」の項目においては

小学校では全国平均より高く、中学校では著しく高いという状況である（図４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、小学校・中学校の教員が理科の授業を進める上で困っていることや課題等を 

把握するとともに、校種、経験層特有の傾向が把握できれば、資料作成や今後の研修

等にも生かせると考え、調査を実施した。 

令和３年６月から 12月の間に、小学校・中学校の初任者研修と、中堅教諭等資質

向上研修（教職経験５～８年目の教員が対象）受講者にアストラ、グーグルフォーム

を使ってアンケート調査の協力を依頼し、延べ 568名（小学校初任者 479名、小学 

校中堅教員 40 名、中学校初任者理科担当 39 名、中学校中堅教員理科担当 10 名）

から回答を得た。小学校初任者のアンケート結果の一部を図５－１、５－２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修の実施時期や参加人数等には、ばらつきがあることを前提に特徴を示す。 

図４ 全国学力・学習状況調査の学校質問紙調査の分析より 

図５－１ アンケートの結果の一部 

図５－２ アンケートの結果の一部 
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図７ 中学校教員の状況 

小学校教員では、高校３年生在学時の類型について理科系であった者は約 20％に過

ぎないことがわかる（図５－１）。一方で、理科の指導に苦手意識をもちながらも、楽

しみ、工夫しながら授業を進めている様子もうかがえる（図５－２）。これらを含めた

小学校教員の状況を図６に示す。初任者は理科指導そのものへの不安が大きいこと、中

堅ではコロナ禍での授業に課題があると感じている状況である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同様に、中学校教員の状況を図７に示す。地学専攻者の少なさが、この分野の指導の

不安にもつながっているのではないかと思われる。初任者が学びたいものとして指導

方法、評価法、実験観察技能、薬品の取扱いがあげられた。また、初任者で約 40％、

中堅で約 25％が思考ツールを使ったことがないと回答した。思考ツールそのものへの

理解が少ない可能性もあると思われる。 

次に、理科の授業を進める上で、困ったことや課題はないかという質問に対する自由

記述の回答を、ユーザーローカルを使用して計量テキスト分析を行ったイメージを示

す（図８）。これは、小学校・中学校の全体を統合したものである。青が名詞、赤が動

詞、緑が形容詞を示している。文字の大きさは出現頻度の多さを示している。実験、実

験器具、薬品、指導、コロナ禍、指導、手立てといった語句が多く現れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、自由記述をＫＪ法でまとめた（図９）。校種・経験を問わず、子供の興味・

関心を高める導入の在り方を含めた授業の流れ、指導方法について課題があると考

えているという記述が多い。 

図６ 小学校教員の状況 

図８ 自由記述 ユーザーローカルを使用して計量テキスト分析からのイメージ 

ICT 

予想 
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また、実験・観察では、その注意点や薬品の取り扱いについて技能をもっと身に付

けたいという声のほか、期待した結果が得られないときにどうしたらよいか、予備実

験や事前準備の時間が取れないなど、切実な意見も見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上により、校種別、経験層別に特に力をつけてほしい項目をそれぞれの課題と

し、図 10のようにまとめ、今後の資料作りに反映させたいと考える。 

また、これらの課題を解消する一助として来年度、小学校の初任者研修をステッ

プアップさせた研修を開設する予定である。この研修では、「理科の見方」を意識

した指導方法、実験技能に重点を置きたい。また、ICT活用への不安にも対応する

ために、ICTを効果的に取り入れた授業や、プログラミング的思考を取り入れた授

業についての研修も新規開設を予定している。これらにより、若年層の指導力の向

上に寄与したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 授業デザイン案の作成 

昨年度作成した授業デザインの骨子に基づき、小学校第３学年から第６学年、

中学校第１学年から第３学年において、重視する探究の過程を基本の内容として

以下の単元について授業デザインを検討し、作成を目指した（表２）が、新型コ

図９ 自由記述 ＫＪ法での分析 

図 10 校種別、経験層別に特に力をつけてほしい項目 

自由記述の全体像イメージ 

 

左を項目別にまとめたもの 
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ロナ感染拡大の影響を受け、12月までに実際の授業展開を取材できたのは２単元

（朱書の部分）のみであった。これにより、授業デザインの作成が遅れている状

況である。 

 

表２ 学年ごとに作成した授業デザインに取り上げた単元、学習の過程 

 学年 単元名 学習の過程 

小学校 3年  磁石の性質 自然事象に対する気付き→課題の設定 

4年  季節と生物 課題の設定→仮説の設定、学習の過程の見通しと振り返り 

5年  天気の変化 仮説の設定→検証計画の立案 

6年  燃焼の仕組み 仮説の設定→検証計画の立案、観察実験の実施 

中学校 1年  身の回りの物質 課題の把握→探究→解決 

2年  動物の生活と生物の進化 課題の把握→探究（追加の実験）→解決 

3年  地球と宇宙 課題の把握→探究→解決、学習の過程の振り返り 

 

③ 指導資料作成 

ア 見方トレーニングポスター、学習の進め方ポスター 

昨年度作成したイメージ資料について検討した結果、理科室に掲示した場合、

情報量が多く見にくいこと、ユニバーサルデザインの視点も取り入れること、難

しい語句があること等の課題があげられた。現在、協力員と相談しながら、サン

プル版の完成を目指している（図 11）。 

図 11の左側は昨年度、右側は本年度の理科の学習の進め方ポスターのイメー

ジである。吹き出しの部分や説明を整理するとともに、QR コード等を利用して

具体例を調べることができるよう、工夫を加えることとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 理科の考え方を働かせる思考ツール活用表 

昨年度作成した思考ツール活用表の原案では、横軸に思考ツール、縦軸には小

学校から中学校の学年をとり、各学年の理科の学習内容において、「思考ツール」

を活用して、理科の考え方を働かせることができそうな場面をまとめた。一方

図 11 理科の学習の進め方ポスターのイメージ（左：R2年度、右：R3年度） 
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で、「子供が場に応じた思考ツールを選択する力を育てることを大切にしては」

という意見や、中学校では思考ツールそのものへの理解と活用に課題もあった。

これらを踏まえ、思考ツールそのものの特徴を説明した資料（図 12）を掲示し、

児童・生徒が判断・選択・活用していくことを目指したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 研究の成果と課題 

今年度は、研究協力員と協議をし、研究の方向性を確認するとともに、指導者の実態把

握と、指導資料のサンプル作成を行うことができた。また、協力員の授業を実際に取材

し、授業デザイン作成準備に取り掛かることができた。 

一方で、昨今の社会状況より、研究が予定通り進まない状況であった。科学的に探究す

る学習の進め方について、様々なアイデアを検討することはできたが、有効な手立ては十

分に検証できていない状況である。 

また、次の点が課題として残っており、さらに検討していきたい。 

（１）活用しやすい授業デザイン及び指導資料にするための工夫 

授業デザイン例および指導資料サンプルを作成したが、児童生徒の実態や学校地域

の特性に合わせ、必要に応じて使えるような活用しやすい授業デザインを作成できる

ように改良を加えていきたい。 

そのために令和４年度は資料を試行し、公開に備えたい。 

（２）評価をフィードバックし授業改善へつなげる工夫 

教員の授業改善と児童生徒の科学的に探究する力の育成に役立つようなフィードバ

ックの例をどのように掲載するかをさらに検討する必要がある。 

また、教員の評価、児童生徒の自己評価、他者による評価などがフィードバックでき

るような指導・評価資料を作成したい。 

令和４年度は、研究の成果をまとめた授業デザイン集を公開するとともに、成果を広

める活動を行っていく予定である。 

授業デザインの開発を通して、科学的に探究する学習の進め方の一方策を示し、県内

の教員の指導力向上と、児童生徒に必要な資質・能力の育成を目指したい。 

図 12 思考ツール活用表のイメージ 
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